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昨
年
４
月
に
完
成
し
た
飯
舘
村
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
に
は
、
カ
メ
ム
シ
な
ど

の
影
響
が
あ
っ
た
米
を
取
り
除
く
機

能
が
備
え
ら
れ
て
お
り
、
農
家
の
皆

さ
ん
が
丹
精
を
込
め
て
育
て
上
げ
た

お
米
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
品

質
で
販
売
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
の
意
欲
を
向
上
さ

せ
、
避
難
地
域
の
農
業
再
生
を
け
ん

引
す
る
、
す
ば
ら
し
い
拠
点
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

避
難
地
域
の
営
農
再
開
拠
点「
飯
舘
村

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
」を
訪
問
し
ま
し
た
。

県内でも規模が大きく高機能なライスセンター
でした。

！

地域おこ
し協力隊によるわがまち自慢

人とのつながりを大切に
出会いの場をたくさんつくりたい

国見町

今回は

生産者のこだわりや苦労などの思いに直接触れ、より多くの人に
国見町の農産物の良さを伝えたいと思ったという岡野さん。

国見町
地域おこし協力隊

岡
おか

野
の

 希
き

春
はる

さん
（神奈川県出身）

　社会人経験を経て、一から何かコンテンツづくりをしてみたい
と思ったことが、地域おこし協力隊への参加のきっかけだったと
いう岡野さん。現在は「桃の木オーナー制度」や移住体験の企
画運営のほか、オンライン試食会を開催するなど、積極的に関
係人口の創出と拡大に取り組んでいます。
　「国見町は人が温かく、お米や果物がとてもおいしいのが
魅力」と話す岡野さん。都心から地方へ移住し、今まで必要だと
思っていたものが無くても楽しめることを実感し、充実した日々
を過ごしていると言います。「今後も、生産者やまちの人たちと
のつながりを大切にしながら、今手掛けているプログラムをより
魅力あるものに仕上げて、国見町に関心を持つ人を増やしていき
たい」とやる気に満ちあふれていました。

顔が見
える関

係を

これか
らも築

いて

いきた
い！

手掛けたプロジェクトではさまざまな
人とのつながりが生まれました。

事前に届けた果
物を食べながら、
生産者の声を聞
くオンライン試
食会を開催。

7
2022年
  4 月号

読者からのお便り ゆめだより２月号は全般的に興味深い内容でじっくり読みました。福島県に住み40年になりますが、まだまだ知らな
いことが多く、福島県の魅力をたくさん紹介してほしいです。（鏡石町 60代）


